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(57)【要約】
【課題】内側容器と外側容器との間の隙間への粉体の入
り込みを抑制できる粉体用容器を提供する。
【解決手段】粉体用容器１は、一面側が開口する外側容
器１０と、外側容器１０の開口縁部１３ａに係合する鍔
部２４を有し、外側容器１０の壁部から離間した状態で
外側容器１０内に配置される内側容器２０と、粉体の取
出口４０が開閉自在に設けられ、外側容器１０の開口１
３を塞ぐように外側容器１０に取り付けられる蓋部３０
と、を備える。蓋部３０には、外側容器１０の開口縁部
１３ａとの間で鍔部２４を挟持する挟持部３８が設けら
れている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粉体を収容する粉体用容器であって、
　一面側が開口する外側容器と、
　前記外側容器の開口縁部に係合する鍔部を有し、前記外側容器の壁部から離間した状態
で前記外側容器内に配置される内側容器と、
　前記粉体の取出口が開閉自在に設けられ、前記外側容器の前記開口を塞ぐように前記外
側容器に取り付けられる蓋部と、を備え、
　前記蓋部には、前記外側容器の前記開口縁部との間で前記鍔部を挟持する挟持部が設け
られている、粉体用容器。
【請求項２】
　前記蓋部は、前記取出口が設けられた頂部と、前記頂部の縁部に設けられた周壁部と、
を有し、
　前記挟持部は、前記頂部から前記周壁部の立設方向に沿って突出する内側壁部によって
構成されている、請求項１記載の粉体用容器。
【請求項３】
　前記内側壁部は、前記周壁部から一定の間隔を持って離間している、請求項２記載の粉
体用容器。
【請求項４】
　前記蓋部は、前記取出口が設けられた頂部と、前記頂部の縁部に設けられた周壁部と、
を有し、
　前記挟持部は、前記頂部と前記周壁部との間の隅部に設けられて前記周壁部の立設方向
を向く段差面によって構成されている、請求項１記載の粉体用容器。
【請求項５】
　前記頂部には、前記粉体の擦り切りを行うための擦切部が前記取出口のヒンジ部に対応
して設けられており、
　前記挟持部の前記取出口からの突出高さは、前記擦切部の前記取出口からの突出高さよ
りも大きくなっている、請求項２～４のいずれか一項記載の粉体用容器。
【請求項６】
　前記鍔部は、前記開口縁部に対応する環状に設けられ、
　前記挟持部は、前記鍔部に対応するように、平面視において環状をなしている、請求項
１～５のいずれか一項記載の粉体用容器。
【請求項７】
　前記蓋部は、螺合によって前記外側容器に取り付けられている、請求項１～６のいずれ
か一項記載の粉体用容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粉体を収容する粉体用容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば栄養補助食品や粉ミルク等の収容に用いられる粉体用容器として、一面側が開口
する有底筒状の缶体と、缶体の開口を塞ぐように缶体に取り付けられる蓋部と、を備える
ものがある（例えば、特許文献１参照）。この粉体用容器では、缶体内に粉体が直接に収
容されており、蓋部に取出口が開閉自在に設けられている。これにより、蓋部が缶体に取
り付けられた状態で、スプーンによって取出口から粉体を掬い取ることが可能となってい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】



(3) JP 2017-197255 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

【特許文献１】実用新案登録第３１３６６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述したような粉体用容器では、缶体に粉体を補充する場合には、粉体が収容された補
充用の容器を用意し、当該補充用の容器から粉体用容器に粉体を移す必要があるが、粉体
を移す際に粉体が飛散してしまうおそれ等があり、粉体補充時の作業性に改善の余地があ
った。そこで、缶体内に粉体が直接に収容される従来の構成に代えて、内側容器が外側容
器（缶体）内に配置される二重構造を採用し、内側容器内に粉体を収容することが考えら
れる。この構成によれば、粉体を補充する場合に、使用中の内側容器を新たな内側容器と
交換しさえすればよいので、粉体補充時の作業性を向上できる。
【０００５】
　かかる構成においては、例えば内側容器を交換し易くするために、内側容器と外側容器
との間に隙間が形成されるように、内側容器の外寸を外側容器の内寸に対して一回り小さ
くしておく構成を採り得る。しかしながら、この構成を採用する場合、内側容器の交換時
等に舞い上がった粉体が内側容器と外側容器との間の隙間に入り込んでしまうおそれがあ
る。粉体が隙間に入り込んでしまうと、入り込んだ粉末を除去する作業が必要になったり
、外側容器が透明の場合には見栄えの劣化等が生じるおそれがある。
【０００６】
　そこで、本発明は、内側容器と外側容器との間の隙間への粉体の入り込みを抑制できる
粉体用容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面に係る粉体用容器は、粉体を収容する粉体用容器であって、一面側が開
口する外側容器と、外側容器の開口縁部に係合する鍔部を有し、外側容器の壁部から離間
した状態で外側容器内に配置される内側容器と、粉体の取出口が開閉自在に設けられ、外
側容器の開口を塞ぐように外側容器に取り付けられる蓋部と、を備え、蓋部には、外側容
器の開口縁部との間で鍔部を挟持する挟持部が設けられている。
【０００８】
　この粉体用容器では、内側容器が外側容器内に配置される二重構造となっており、内側
容器が外側容器の壁部から離間して内側容器と外側容器との間に隙間が形成される。この
ように内側容器と外側容器との間に隙間が形成されることにより、内側容器の交換時の作
業性を確保できる。更に、この粉体用容器では、外側容器の開口縁部に係合した内側容器
の鍔部が、蓋部に設けられた挟持部によって外側容器の開口縁部との間で挟持される。こ
れにより、内側容器の鍔部と外側容器の開口縁部との間が塞がれるので、内側容器と外側
容器との間の隙間への粉体の入り込みを抑制できる。
【０００９】
　また、蓋部は、取出口が設けられた頂部と、頂部の縁部に設けられた周壁部と、を有し
、挟持部は、頂部から周壁部の立設方向に沿って突出する内側壁部によって構成されてい
てもよい。この場合、頂部から周壁部の立設方向に沿って突出する挟持部によって鍔部を
しっかりと挟持できる。
【００１０】
　また、内側壁部は、周壁部から一定の間隔を持って離間していてもよい。この場合、周
壁部から一定の間隔を持って離間する内側壁部によって鍔部をしっかりと挟持できる。
【００１１】
　また、蓋部は、取出口が設けられた頂部と、頂部の縁部に設けられた周壁部と、を有し
、挟持部は、頂部と周壁部との間の隅部に設けられて周壁部の立設方向を向く段差面によ
って構成されていてもよい。この場合、頂部と周壁部との間の隅部に設けられて周壁部の
立設方向を向く段差面によって鍔部をしっかりと挟持できる。
【００１２】
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　また、頂部には、粉体の擦り切りを行うための擦切部が取出口のヒンジ部に対応して設
けられており、挟持部の取出口からの突出高さは、擦切部の取出口からの突出高さよりも
大きくなっていてもよい。この場合、挟持部の取出口からの突出高さが擦切部の取出口か
らの突出高さよりも大きくなっているので、擦切部を用いた擦り切りのためのスペースを
好適に確保できる。
【００１３】
　また、鍔部は、開口縁部に対応する環状に設けられ、挟持部は、鍔部に対応するように
、平面視において環状をなしていてもよい。この場合、鍔部に対応するように平面視にお
いて環状をなす挟持部によって鍔部が周方向にわたって挟持されるので、内側容器の鍔部
と外側容器の開口縁部との間を内側容器の全周にわたってより確実に塞ぐことができる。
【００１４】
　また、蓋部は、螺合によって外側容器に取り付けられていてもよい。この場合、蓋部が
螺合によって外側容器に取り付けられるので、蓋部を外側容器に取り付ける際の衝撃が低
減され、内側容器の交換時に粉体が舞い上がることが抑制される。その結果、内側容器の
交換作業性を高めることができる。更に、蓋部が螺合によって外側容器に取り付けられる
場合、蓋部のオーバーターンが発生するおそれがあるが、挟持部が蓋部のオーバーターン
を規制する部材として機能するので、内側容器の交換作業性を一層高めることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、内側容器と外側容器との間の隙間への粉体の入り込みを抑制できる粉
体用容器を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る粉体用容器の斜視図である。
【図２】図１のII-II線における断面図である。
【図３】図１の外側容器の斜視図である。
【図４】図１の内側容器の斜視図である。
【図５】図１の蓋部の斜視図である。
【図６】図５の蓋部を矢印Ａ側から見た図である。
【図７】図５のVI-VI線における断面図である。
【図８】実験結果を示す図である。
【図９】（ａ）及び（ｂ）は、第１及び第２変形例の模式的な断面図である。
【図１０】（ａ）及び（ｂ）は、第３及び第４変形例の模式的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、以下の
説明において、同一又は相当要素には同一符号を用い、重複する説明を省略する。
【００１８】
　図１及び図２に示される粉体用容器１は、例えば栄養補助食品（例えば、コラーゲンの
粉末）や粉ミルク等の粉体を収容する容器である。粉体用容器１は、外側容器１０と、内
側容器２０と、蓋部３０と、を備えている。収容対象の粉体は、内側容器２０内に収容さ
れる。
【００１９】
　図２及び図３に示されるように、外側容器１０は、例えば透明な樹脂により形成され、
一面側が開口する有底筒状をなしている。外側容器１０は、底壁部１１と、底壁部１１の
縁部に連続する側壁部１２とを有し、側壁部１２の先端部１２ａによって開口１３が画定
されている。底壁部１１は、平面視において（上下方向から見た場合に、すなわち底壁部
１１と直交する方向から見た場合に）円形状をなす平板である。側壁部１２の先端部１２
ａは、上下方向に真っ直ぐに延在している。側壁部１２の胴部は、上下方向の中間部にお
いて内側に向けて緩やかに湾曲した形状をなし、把持し易いようにくびれた形状をなして
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いる。開口１３は、断面円形状をなしている。先端部１２ａの外面には、開口１３の縁部
（開口縁部）１３ａの周方向に沿って複数のネジ山１４が設けられている。
【００２０】
　図２及び図４に示されるように、内側容器２０は、例えば有色の樹脂により形成され、
一面側が開口する有底筒状をなしている。内側容器２０は、底壁部２１と、底壁部２１の
縁部に連続する側壁部２２とを有し、側壁部２２の先端部２２ａによって開口２３が画定
されている。底壁部２１は、平面視において円形状をなす平板である。側壁部２２は、上
下方向に延在し、上端に近づくほど僅かに大径になっている。側壁部２２には、例えば収
容対象の粉末の商品名や説明等が印刷されていてもよい。開口２３は、断面円形状をなし
ている。側壁部２２の先端部２２ａには、鍔部２４が設けられている。鍔部２４は、先端
部２２ａから外側に（開口２３の中央と反対側に）突出し、開口縁部１３ａに対応するよ
うに、平面視において円環状をなしている。
【００２１】
　図２に示されるように、内側容器２０は、外側容器１０内に配置される。この状態では
、鍔部２４が開口縁部１３ａ上に載置され、開口縁部１３ａに係合している。また、この
状態では、底壁部２１が外側容器１０の底壁部１１から離間すると共に、側壁部２２が外
側容器１０の側壁部１２から離間している。これにより、内側容器２０と外側容器１０と
の間に隙間Ｓが形成されている。
【００２２】
　なお、底壁部１１，２１、側壁部１２，２２、開口１３，２３の形状は、本実施形態の
例に限定されず、任意の形状であってよい。底壁部１１，２１は、平面視において矩形状
又は多角形状等をなしていてもよいし、中央部において内側に向けて緩やかに湾曲した形
状をなしていてもよい。底壁部２１は、中央部において外側に向けて緩やかに湾曲した形
状をなしていてもよい。底壁部２１は、底壁部１１に接していてもよい。側壁部１２の全
体が上下方向に真っ直ぐに延在していてもよいし、側壁部１２の胴部が上下方向の中間部
において外側に向けて緩やかに湾曲した形状をなしていてもよい。側壁部２２の一部が緩
やかに湾曲した形状をなしていてもよい。側壁部１２，２２は、断面矩形状又は多角形状
等をなしていてもよい。開口１３，２３は、断面矩形状又は多角形状等をなしていてもよ
い。
【００２３】
　また、内側容器２０は、胴部が変形可能又は折り畳み可能な袋状をなしていてもよい。
この場合、内側容器２０を構成する材料としては、プラスチック材料、紙材料、又はその
他の材料を用いることができる。プラスチック材料としては、ポリエチレン（ＰＥ）、ポ
リ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリ
ビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエステル（ＰＥＴ）、ポリ
カーボネート（ＰＣ）、ポリスチレン（ＰＳ）、ポリアクリロニトリル（ＰＡＮ）、エチ
レン－ビニルアルコール共重合体（ＥＶＯＨ）、又はナイロン（ＮＹ）等を用いることが
できる。紙材料としては、コート紙、クラフト紙、又は薄紙（上質紙又は純白ロール紙等
）等を用いることができる。その他の材料としては、セロハン又はアルミ箔等を用いるこ
とができる。更に、これらの材料を延伸したものや、これらの材料の中から複数の材料を
組み合わせて積層したもの等を用いることができる。また、内側容器２０の胴部が袋状を
なす場合、鍔部２４は、袋状部分と比べて強度が高い材料により形成されていてもよい。
【００２４】
　蓋部３０は、例えば半透明の樹脂により形成されている。図２及び図５～図７に示され
るように、蓋部３０は、頂部３１と、頂部３１の縁部に設けられた周壁部３２と、を有し
ている。頂部３１は、互いに平行な平板部３３及び環状部３４と、平板部３３と環状部３
４とを接続する接続部３５と、を有している。平板部３３は、平面視において円形状をな
す平板である。環状部３４は、平面視において円環状をなしている。環状部３４は、平板
部３３を囲むように設けられ、外縁部において周壁部３２に連続している。接続部３５は
、平板部３３及び環状部３４と直交するように設けられている。周壁部３２の内面には、
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ネジ山１４と螺合する複数のネジ山３６が周方向に沿って設けられている。
【００２５】
　平板部３３には、粉体の取出口４０が設けられている。取出口４０は、開口４１と、開
口４１を開閉自在に設けられた開閉部４２と、を有している。開口４１は、例えば、平板
部３３の縁に沿う円弧状の第１縁部４１ａと、第１縁部４１ａの各端部に連続する互いに
平行な一対の第２縁部４１ｂと、各第２縁部４１ｂの端部同士を連結する直線状の第３縁
部４１ｃと、を有している。開閉部４２は、第３縁部４１ｃに沿って設けられたヒンジ部
４３を介して平板部３３に連続しており、ヒンジ部４３を回転軸とする回転によって開口
４１を開閉自在となっている。開閉部４２は、開口４１を閉じている状態においては、第
１縁部４１ａに沿う部分に設けられた爪部４２ａによって、接続部３５の外面に設けられ
た係止部３５ａに係止されている。
【００２６】
　平板部３３において、ヒンジ部４３に対応する位置（第３縁部４１ｃに沿う位置）には
、擦切部３７が設けられている。擦切部３７は、例えば、平板部３３から周壁部３２の立
設方向に沿って突出する壁部によって構成されている。擦切部３７は、例えば、スプーン
によって取出口４０から粉体を掬い取る場合に、粉体の擦り切りを行うために用いられる
。
【００２７】
　頂部３１には、挟持部３８が設けられている。挟持部３８は、頂部３１から周壁部３２
の立設方向に沿って突出する内側壁部によって構成されている。この内側壁部は、環状部
３４と接続部３５との接続位置から突出し、接続部３５に沿って周壁部３２の立設方向に
真っ直ぐに延在している。また、この内側壁部は、鍔部２４に対応するように、平面視に
おいて（上下方向から見た場合に、すなわち周壁部３２の立設方向から見た場合に）円環
状をなし、周壁部３２から一定の間隔を持って離間している。挟持部３８の取出口４０か
らの突出高さＨ１は、擦切部３７の取出口４０からの突出高さＨ２よりも大きくなってい
る。
【００２８】
　図２に示されるように、蓋部３０は、ネジ山３６が外側容器のネジ山１４と螺合するこ
とによって、外側容器１０の開口１３を塞ぐように外側容器１０に取り付けられる。粉体
用容器１では、蓋部３０が外側容器１０に取り付けられた状態で、例えばスプーンによっ
て取出口４０から粉体を掬い取ることができる。
【００２９】
　また、粉体用容器１では、内側容器２０が外側容器１０内に配置される二重構造となっ
ており、内側容器２０が外側容器１０の壁部１１，１２から離間して内側容器２０と外側
容器１０との間に隙間Ｓが形成される。このように内側容器２０と外側容器１０との間に
隙間Ｓが形成されることにより、内側容器２０の交換時の作業性を確保できる。更に、粉
体用容器１では、外側容器１０の開口縁部１３ａに係合した内側容器２０の鍔部２４が、
蓋部３０に設けられた挟持部３８によって外側容器１０の開口縁部１３ａとの間で挟持さ
れる。これにより、内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１３ａとの間が塞
がれるので、内側容器２０と外側容器１０との間の隙間Ｓへの粉体の入り込みを抑制でき
る。
【００３０】
　また、粉体用容器１では、頂部３１から周壁部３２の立設方向に沿って突出する内側壁
部（挟持部３８）によって鍔部２４をしっかりと挟持できる。すなわち、頂部３１から周
壁部３２の立設方向に沿って突出する内側壁部によって鍔部２４を挟持するので、例えば
周壁部３２から内側に突出する壁部によって鍔部２４を挟持する場合と比較して挟持部３
８が好適に撓むことが可能となり、内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１
３ａとの間を確実に塞ぐことができる。更に、粉体用容器１では、頂部３１から周壁部３
２の立設方向に沿って突出する内側壁部によって挟持部３８が構成されているので、蓋部
３０に厚肉部が形成されることを回避でき、厚肉部が形成されることによって蓋部３０の
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透明性が低下してしまうことを回避できる。また、蓋部３０に厚肉部が形成されないので
、蓋部３０の樹脂量を削減して低コスト化できると共に、蓋部３０を容易に且つ精度良く
成形できる。
【００３１】
　また、粉体用容器１では、周壁部３２から一定の間隔を持って離間する内側壁部（挟持
部３８）によって鍔部２４をしっかりと挟持できる。すなわち、周壁部３２から一定の間
隔を持って離間する内側壁部によって鍔部２４を挟持するので、例えば周壁部３２から内
側に突出する壁部によって鍔部２４を挟持する場合と比較して挟持部３８が好適に撓むこ
とが可能となり、内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１３ａとの間を確実
に塞ぐことができる。更に、粉体用容器１では、周壁部３２から一定の間隔を持って離間
する内側壁部によって挟持部３８が構成されているので、蓋部３０に厚肉部が形成される
ことを回避でき、厚肉部が形成されることによって蓋部３０の透明性が低下してしまうこ
とを回避できる。また、蓋部３０に厚肉部が形成されないので、蓋部３０の樹脂量を削減
して低コスト化できると共に、蓋部３０を容易に且つ精度良く成形できる。
【００３２】
　また、粉体用容器１では、挟持部３８の取出口４０からの突出高さＨ１が擦切部３７の
取出口４０からの突出高さＨ２よりも大きくなっているので、擦切部３７を用いた擦り切
りのためのスペースを好適に確保できる。
【００３３】
　また、粉体用容器１では、鍔部２４に対応するように平面視において環状をなす挟持部
３８によって鍔部２４が周方向にわたって挟持されるので、内側容器２０の鍔部２４と外
側容器１０の開口縁部１３ａとの間を内側容器２０の全周にわたってより確実に塞ぐこと
ができる。
【００３４】
　また、粉体用容器１では、蓋部３０は、螺合によって外側容器１０に取り付けられてい
る。この場合、挟持部３８が蓋部３０のオーバーターン（蓋部３０の締め過ぎによって螺
合部（ネジ山１４，３６）が空回りすること）を規制する部材として機能するため、内側
容器２０の交換作業性を更に高めることができる。更に、螺合部に粉体が付着すると、外
側容器１０と蓋部３０との間の取付不良等が発生するおそれがあるが、粉体用容器１では
、内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１３ａとの間が塞がれるので、螺合
部への粉体の付着を抑制できる。
【００３５】
　図８を参照しつつ、オーバーターンの規制について更に説明する。サンプル１～５の５
つの粉体用容器１について、内側容器２０が外側容器１０内に配置された場合、及び内側
容器２０が外側容器１０内に配置されていない場合のそれぞれについて、オーバーターン
が発生したときのトルクを計測した。計測方法は、次の通りである。計測装置として、日
本電産シンポ株式会社製　デジタルトルクメータ　ＴＮＫ－５０Ｂ－５　（Ｐ.Ｐ.キャッ
プ用、手動計測タイプ）を用いた。常温（２５℃）にて計測装置に外側容器１０をセット
（固定）した後、「内側容器２０無」の場合はそのままで、「内側容器２０有」の場合は
外側容器１０内に内側容器２０を配置した上で、蓋部３０を外側容器１０に対して手で螺
合していき、オーバーターンが発生するトルク（Ｎ・ｃｍ）を計測した。図８は、当該実
験結果を示す図である。
【００３６】
　図８に示されるように、サンプル１～５のいずれについても、内側容器２０が外側容器
１０内に配置された場合の方が、内側容器２０が外側容器１０内に配置されていない場合
と比べてオーバーターンが発生するトルクが大きかった。これにより、粉体用容器１によ
れば、オーバーターンを規制できることが確認された。
【００３７】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、上記実施形態に限られない
。例えば、挟持部３８は、頂部３１と周壁部３２との間の隅部に設けられて周壁部３２の
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立設方向を向く段差面によって構成されていてもよい。すなわち、頂部３１と周壁部３２
との間の隅部に周方向にわたって段差部が設けられ、当該段差部において周壁部３２の立
設方向を向く段差面が挟持部３８を構成していてもよい。段差面は、例えば頂部３１の平
板部３３に沿っていてもよいし、平板部３３に対して傾斜していてもよい。この場合、頂
部３１と周壁部３２との間の隅部に設けられて周壁部３２の立設方向を向く段差面によっ
て鍔部２４をしっかりと挟持できる。すなわち、比較的強度が高い段差面によって鍔部２
４を挟持するので、内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１３ａとの間を確
実に塞ぐことができる。また、挟持部３８は、周壁部３２に設けられてもよく、例えば周
壁部３２から内側に突出する壁部によって構成されていてもよい。
【００３８】
　また、挟持部３８は、平面視において環状をなしていなくてもよく、鍔部２４の周方向
において、挟持部３８が接触しない部分があってもよい。例えば、挟持部３８は、周方向
の一部に切り欠きが形成されて平面視においてＣ字状をなしていてもよいし、平面視にお
いて破線状をなしていてもよいし、平面視において互いに対向する少なくとも一対の壁部
によって構成されていてもよい。これらの場合でも、上記実施形態と同様に、挟持部３８
によって内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１３ａとの間を塞ぐことがで
きる。また、鍔部２４についても同様に、平面視において環状をなしていなくてもよい。
【００３９】
　挟持部３８の取出口４０からの突出高さＨ１は、擦切部３７の取出口４０からの突出高
さＨ２よりも大きくなっていなくてもよい。また、擦切部３７は、設けられていなくても
よい。また、蓋部３０は、螺合ではなく嵌合又は係合等によって外側容器１０に取り付け
られていてもよい。このように蓋部３０が嵌合によって外側容器１０に取り付けられる場
合にも、嵌合部に粉体が付着すると、外側容器１０と蓋部３０との間の取付不良等が発生
するおそれがあるが、内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１３ａとの間が
塞がれることで、嵌合部への粉体の付着を抑制できる。また、挟持部３８と鍔部２４との
間には、緩衝材等が介在していてもよい。
【００４０】
　また、図９（ａ）に示される第１変形例の粉体用容器１Ａのように、頂部３１の縁部に
よって挟持部３８Ａが構成されてもよい。この場合でも、上記実施形態と同様に、挟持部
３８Ａによって内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１３ａとの間を塞ぐこ
とができる。
【００４１】
　また、図９（ｂ）に示される第２変形例の粉体用容器１Ｂのように構成されていてもよ
い。第２変形例では、頂部３１と周壁部３２との間の隅部に、周壁部３２の立設方向を向
く段差面５１が設けられている。段差面５１は、周壁部３２の先端側に近づくほど外側へ
広がり、頂部３１に対して傾斜している。第２変形例では、段差面５１における周壁部３
２との間の境界部によって挟持部３８Ｂが構成されている。この場合でも、上記実施形態
と同様に、挟持部３８Ｂによって内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口縁部１３
ａとの間を塞ぐことができる。
【００４２】
　また、図１０（ａ）に示される第３変形例の粉体用容器１Ｃにように構成されていても
よい。第３変形例では、頂部３１と周壁部３２との間の隅部に、周壁部３２の立設方向を
向く段差面５２が設けられている。段差面５２は、頂部３１に沿っている。段差面５２の
内側には、周方向にわたってリブ５３が突設されている。第３変形例では、段差面５２に
おけるリブ５３の内側部分によって挟持部３８Ｃが構成されている。この場合でも、上記
実施形態と同様に、挟持部３８Ｃによって内側容器２０の鍔部２４と外側容器１０の開口
縁部１３ａとの間を塞ぐことができる。また、リブ５３が内側容器２０の内面に接触する
ことで内側容器２０の移動を規制することができ、内側容器２０の鍔部２４と外側容器１
０の開口縁部１３ａとの間を好適に塞ぐことができる。
【００４３】
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　また、図１０（ｂ）に示されるように第４変形例の粉体用容器１Ｄのように、上記第１
変形例において、挟持部３８Ａと鍔部２４との間にシート状の緩衝材５４が介在していて
もよい。この場合でも、上記実施形態と同様に、挟持部３８Ａによって内側容器２０の鍔
部２４と外側容器１０の開口縁部１３ａとの間を塞ぐことができる。
【符号の説明】
【００４４】
１…粉体用容器、１０…外側容器、１３…開口、１３ａ…開口縁部、２０…内側容器、２
４…鍔部、３０…蓋部、３１…頂部、３２…周壁部、３３…平板部、３４…環状部、３５
…接続部、３７…擦切部、３８…挟持部、４０…取出口、４３…ヒンジ部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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